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会  議  録 

 

件名  第１回西和賀町行政改革審議会 

期日  平成 31年 3月 1 日（金） 

会場  湯田庁舎３階 大会議室 

時間  午前 10時～午前 11 時 50 分 

委員  出席７名（欠席２名） 

    高橋久雄委員、照井盛丈委員 

    瀬川 公委員、田村公一委員 

    藤谷幸子委員、堤 研一委員 

    高橋則仁委員 

当局  髙橋一夫副町長 

    企画課 柴田課長 

        内記課長代理、加藤主査 

 

 

《はじめに》 

企画課長 本日は、お忙しい中、ご出席い

ただき、ありがとうございます。私は、

審議会の事務局を担当します、企画課の

柴田と申します。ご案内の時間となりま

したので、会議を進めて参ります。 

  はじめに、審議会の持ち方について、

委員の皆様にお諮り致します。まちづく

り基本条例では、審議会の原則公開を規

定しています。これに従い、この審議会

も、公開して開催することにご賛同いた

だけますでしょうか。 

委員 異議なし 

企画課長 ありがとうございます。審議会

は、公開して開催させていただきます。 

 

《委嘱状交付》 

企画課長 開会に先立ちまして、委員の皆

様に委嘱状を交付致します。副町長が各

席を回りますので、その場でご起立をお

願い致します。 

  （委嘱状の交付） 

 

《１．開会》 

企画課長 それでは、只今から、第１回行

政改革審議会を開会致します。はじめに、

副町長より挨拶を申し上げます。 

 

《２．副町長あいさつ》 

髙橋副町長 日頃は、町政運営にご理解と

ご協力を賜り、感謝を申し上げます。ま

た、本日はご多忙の中、第１回行政改革

審議会へお運びいただき、ありがとうご

ざいます。この審議会は、町の行財政改

革の推進に関する重要事項を調査、審議

するために設置する町長の諮問機関であ

り、委員の皆様には、行政改革大綱に基

づく施策の検証や、大綱の見直しなどを

ご審議いただく予定としております。 

  町では、平成 31 年度の当初予算編成を

終え、３月４日開会の町議会に提案する

予定としております。今回の予算では、

着手済みの消防署の建設や、今年に予定

される選挙の経費などにより、平成 30 年

度と比較して２億 300 万円の増となるも

のですが、これらの臨時的な経費を除い

た通常ベースの予算では、逆に昨年度よ

り 3.7％の減額となるものです。 

  町の財政状況は、人口減少と町村合併

に伴う国からの財政支援の縮小により、

今後ますます厳しい状況を迎え、３分の

２の財源を国や県に依存している町の予

算規模を早期に縮小しなければいけない

状況であります。 

  限られた財源、資源、マンパワーの中

で、総合計画で目指す町の将来像を実現

するため、継続的な行財政改革の推進と

町民主体のまちづくりを展開できる仕組

みづくりに取り組んで参りますので、委

員皆様のご指導とご協力を賜りますよう

お願いを申し上げ、挨拶に代えさせてい

ただきます。宜しくお願い致します。 
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《３．委員照会》 

企画課長 ありがとうございました。お手

元の次第に従い会議を進めて参りますが、

会長が選出されるまでの間、事務局で進

行させていただきますので、宜しくお願

い致します。 

  次第３の委員紹介です。お手元の資料、

次第裏側の名簿順にご紹介します。 

  行政区長会から、高橋委員です。 

  社会福祉協議会から照井委員です。 

  花巻農業協同組合から瀬川委員です。 

  西和賀商工会から田村委員です。 

  企業連絡協議会の高橋委員は、本日欠

席です。 

  婦人団体連絡協議会から藤谷委員です。 

  校長会の深沢委員は、本日欠席です。 

  識見者として、公認会計士の堤委員で

す。 

  岩手県県南広域振興局高橋委員です。 

  続きまして、町側の出席者を紹介させ

ていただきます。髙橋副町長です。企画

課の内記と加藤です。私は、企画課の柴

田です。 

 

《４．議事(１)会長及び副会長の選任》 

企画課長 それでは、次第の４議事(１)の

「会長及び副会長選任」に進みます。 

  次第２枚目の行政改革審議会条例をご

覧ください。条例第４条に「審議会に、

会長及び副会長１人を置く。」とあり、「会

長及び副会長は、委員の互選によりこれ

を定める。」となっています。 

  皆さまにお諮りいたします。 

  委員の選任方法ですが、ご異議無けれ

ば事務局より案を提案させていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 異議なし 

企画課長 それでは、事務局案を申し上げ

ます。 

企画課長 会長に高橋久雄委員、副会長に

田村公一委員を提案させていただきたい

と存じますが、いかがでしょうか。 

委員 異議なし 

企画課長 ご異議が無いようです。会長に

高橋久雄委員、副会長に田村公一委員と

いうことで決定させていただきます。 

  それでは、会長は、議長席へご移動を

お願い致します。 

 

《会長あいさつ》 

高橋会長 まずもって、皆様おはようござ

います。 

  私は、区長会からの推薦です。このよ

うな役職に選出され、肩の荷を重く感じ

ているところでございます。 

  皆様のご協力に基づいて、進めてまい

りたいと思いますので、宜しくお願い致

します。 

企画課長 それでは、ここからの進行につ

きましては、会長からお願い致します。 

 

《４．議事(２)行政改革の取組状況》 

高橋会長 それでは、議事を進行してまい

ります。 

  次第の４議事(２)行政改革の取組状況

について、事務局の説明をお願いします。 

事務局 行政改革の取組状況について、ご

説明いたします。 

  はじめに、行政改革大綱について、簡

単にご説明いたします。 

  お手元の資料で横置きをしている表紙

に第２次西和賀町総合計画と印刷されて

いる資料をご覧ください。 

  ページをめくっていただきまして、総

合計画とはの部分です。総合計画とは、

町が目指すまちづくりの方向性を定める

とともに、まちづくりの指針となる最も

重要な計画となってございます。 
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《４．議事(２)つづき》 

事務局 右側のページには、総合計画の体

系を図で示しています。一番上に町の将

来像を置き、その下に各分野・領域ごと

の目標と重点プロジェクトを掲げていま

す。一番下に目標達成のための方策とあ

りますが、ここが行政改革大綱の位置付

けになり、総合計画全体を下支えして、

目標達成を推進するものとなります。 

  まちづくりに向けて各種事業を展開し

ていく総合計画と、無駄を省き事業を見

直していく行政改革とは、表と裏の違い

があるものですが、厳しい財政状況の中

で目標を達成するためには、総合計画と

行政改革を表裏一体で取り組む必要があ

ると考えております。 

  ここから、まちづくりを下支えする、

第３次行政改革大綱の内容についてご説

明いたします。お配りしている第３次行

政改革大綱の冊子をご覧ください。行革

大綱とは、行政改革を進めていく上での

計画書となります。 

  表紙をめくって頂きますと目次があり、

さらにめくっていただきますと、行革の

必要性の段落で、町の現状と課題をまと

めております。 

  ２ページは、行政改革を進めていく上

での基本方針を定めています。第１の項

目では、この大綱の目標を、第２次総合

計画を実現するための行財政基盤をつく

ることと定めています。 

  第２の項目では、30年度からの４年間

において、(１)行政の効率化、(２)財政

の健全化に重点的に取り組むことと定め

ています。 

  第３の項目では、全体計画を 37 年度ま

での８年間とし、この大綱で前半となる

30 年度からの４年間の重点事項を定め

ることとしています。 

事務局 ３ページ目以降、行政改革の重点

推進事項を項目ごとに並べています。詳

しい説明は省かせていただきますが、３

ページを見本として、表の見方を説明致

します。表の上にある(１)業務改革の推

進がこの取組の項目名となります。表の

上の段から順に、現状と課題、その下に

個別計画の名称、その下には取組の概要。

その下の欄には、具体的な取組、その下

に到達目標、最後の欄には年度別計画の

図があります。ここでは、①から⑤まで

の具体的な取組を何年度まで検討し、実

施するのかの計画を図示しています。 

  ページをめくった４ページ以降には、

重点推進事項が順に並び、最後に資料が

掲載されています。必要に応じてご参照

をお願いいたします。 

  行革大綱の説明は、ここで終わります。 

  続いて、お手元の資料№１の第３次行

革大綱進捗状況の検証についてをご覧く

ださい。先ほどの行革大綱の重点推進事

項の年度計画に基づき、今年度の取組実

績をまとめて比較した資料となります。 

  １ページは行政の効率化の(１)行政改

革の推進の項目です。横棒の一つ目、①

事務事業のスリム化については、30年度

の計画では〈検討〉としておりました。

計画につきましては、先ほど説明した行

革大綱の冊子３ページに記載しておりま

すので、資料１と合わせてご覧いただけ

ればと思います。これに対する実績は、

横棒の下になりますが、当初予算編成に

合わせた主要事業の整理・検討を【実施】

したところでございます。 

  横棒２つ目、②行政システムの適正運

用については、会計事務の職員研修を実

施するなどして、システム運用の適正化

を図ったと言う事で【実施】としており

ます。 
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《４．議事(２)つづき》 

事務局 続く③団体事務局事務の見直しに

ついては、内部検討となりました。④ま

ちづくり意見交換会の開催については、

町が主催する町政懇談会を開催し、公募

による出前の懇談会も実績１件として

【実施】、続く⑤地域との関わり方の検討

は、地域活動支援補助金を見直したとし

て検討としております。 

  ページをめくって２ページ、(２)職員

の人材育成と定員管理、大綱の冊子では

５ページとなります。横棒ひとつめ、①

計画的な研修と意識改革、職場環境の整

備では、広域研修への職員派遣を進め、

国県との人事交流や町単独研修を企画し、

【実施】となりました。続いて、②人事

評価制度の本格運用については、研修な

どの準備を進め、計画通り 31 年度から本

格運用に移行する運びとなり【実施】と

なってございます。続いて、③適正な職

員定員の管理では、現職員 183 名、定員

管理計画の目標 177 名に向けて、定員管

理に努めているところです。 

  ページをめくって３ページ、(３)民間

活力及びＩＣＴの活用推進の項目、大綱

の冊子では６ページです。横棒ひとつ目、

①民間委託の推進は、内部での検討、続

く②ＩＣＴ活用の検討についても、他市

町村の事例を見ながら内部で検討として

おります。続いて③情報システムのクラ

ウド化の推進です。クラウド化とは、例

えば、パソコンのシステムを町単独で買

って使うよりも、インターネットを通じ

て共通したシステムを他市町村と共同で

使うことで、コストを少なくする方法の

事です。30年度の計画では〈検討〉とし

ていましたが、県北市町村との協議が進

み、今年度に【実施】となり、年間 343 万

円のコスト削減となりました。 

事務局 続いて、④公民連携の検討につい

ては、内部での検討となってございます。 

  続いて、３ページ下の段、(４)広域連

携の推進の項目では、横棒ひとつ目、①

定住自立圏による広域連携では、移住定

住や研修などの分野で北上市、奥州市、

金ケ崎町との連携を【実施】しておりま

す。続く②隣接市町等との連携では、近

隣の北上、雫石、横手のほか、県北市町

村との連携を広め【実施】となっており

ます。 

  ページをめくって、４ページです。財

政の健全化の項目に移りまして、(１)予

算規模の適正化の部分です。横棒ひとつ

目、①交付税減少対策プロジェクトでは、

行政評価の予算反映について、31 年度当

初予算編成に合わせて【実施】しており

ます。続く②予算編成方針等の見直しに

ついては、①の行政評価の予算反映と関

連しますが、予算編成のスケジュールや

予算枠の設定など全体的な方針の見直し

を【実施】いたしました。続く③財政計

画の策定についても、31年度予算編成に

あわせて、財政見通しを立て直し、見直

した財政計画に基づいた予算総額の設定

などに取り組んでおります。 

  ５ページに移ります。(２)財源の確保

の項目では、横棒ひとつ目、①使用料・

手数料の見直しでは、31年度予算編成に

合わせて料金改定に着手し【実施】とし

ております。続く②未納・滞納対策の強

化については、債権管理マニュアルの運

用や岩手県滞納整理機構との人事交流な

どの取組を【実施】しております。横棒

３つ目、③未利用施設等の有効活用と処

分では、除雪車輌の売却や広報への有料

広告の掲載、錦秋湖グラウンドの命名権

などにより、財源確保の取組を【実施】

としています。 
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《４．議事(２)つづき》 

事務局 続く④資金調達手法の検討では、

ふるさと納税制度の取組を継続して【実

施】しております。 

  ページをめくって、６ページです。上

の段、(３)公共施設等の適正管理の項目、

横棒ひとつ目、①個別施設の公共マネジ

メントの推進では、役場両庁舎、銀河ホ

ール、病院の大型施設について公共施設

計画の策定に取り組み、数多くある温泉

施設の今後のあり方検討に着手しました。

続いて②社会基盤の長寿命化等による安

全確保では、橋と町営住宅について長寿

命化計画に基づき施設改修を【実施】し、

③指定管理施設の見直しでは、オアシス

館と憩いの家で指定管理廃止し、直営へ

の見直しで【実施】としました。 

  同じページの中段から下、(４)公営企

業の経営健全化の項目では、経営戦略等

に基づく経営健全化について、水道の公

営企業化、下水道管理の民間委託、会計

基準の設定など、戦略等に基づく健全化

への取組を【実施】しております。 

  下段の(５)第三セクターの経営改善の

項目では、湯田牛乳公社、沢内バーデン

のエステック、産業公社、山の幸王国の

４社について経営状況の把握と公表をし

つつ、経営専門家による指導、調査を【実

施】してございます。 

  以上、行政の効率化の具体的な取組 14

項目について【実施】が９項目、財政の

健全化では取組 12項目について【実施】

が 12 項目、合計では具体的な取組 26 項

目に対し 21 項目、率にして 80％の取組

で【実施】となりました。 

  一方的な説明を続けて申し訳ございま

せん。議事(２)の最後の資料の、具体的

な取組事例 予算編成方針等の見直しに

ついて、資料№２で説明いたします。 

事務局 １ページをご覧ください。平成 31

年度当初予算の重点方針を１から４まで

掲げております。第１に第２次総合計画

の推進、第２に自主財源の確保、第３に

行政改革大綱の取組、最後の第４には財

政規模の圧縮です。これらの重点方針に

基づき、各課で新たに検討資料の作成に

取り組み、予算への反映を目指したとこ

ろです。 

  第１の総合計画の推進では、資料５ペ

ージにある様式により、それぞれの事業

について効果・達成度を評価・検証し、

今後の方針の検討を行いました。検討結

果は、シートの右上の枠の中に示してい

る総合判定の区分、現状のまま継続、見

直して継続、縮小して継続、統廃合、廃

止をそれぞれ判断して、総合計画の目標

達成に向けた事業の展開を目指したとこ

ろです。 

  続いて、資料をめくって６ページの横

長の様式は、使用料や手数料の本体価格

の比較検討と他市町村との比較、消費税

増税に伴う料金改定について検討し、財

源の確保を目指したところです。 

  続いて、資料をめくって７ページの様

式では、各種団体への補助金と町が事務

局等で関与している団体のあり方につい

て検討をして、補助金と団体への関与の

適正化について検討を行いました。 

  最後の横表が２段に並んでいる様式で

は、各課に予算枠を配分し、各分野での

事業の重要度、優先度、効果などを政策

的に判断した上で、財政計画で目標とし

た 61 億円規模の予算編成を目指したと

ころです。表の一番下の説明文ですが、

前年度予算から国県補助金などの特定財

源を除いた一般財源の合計 42,383 千円

から縮減率7.5％を減じた39,204千円を

予算枠として配分した例となります。 
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事務局 この配分した予算枠内で、予算要

求をすることとし、予算総額を目標額に

近づけるように取り組んだところです。 

  以上、第３次行政改革大綱の進捗状況

と取組事例についてご説明致しました。

説明や資料に対するご質問、取り組みに

対するご意見などをいただければと思い

ます。ご審議の程、宜しくお願い申し上

げます。 

高橋会長 事務局の説明が終わりました。

皆様から質問等があればお願いします。 

  事務局から説明していただければ、な

るほどわかりやすいと感じますが、資料

を持ち帰って自分で検討すると言っても

なかなかできない。わかりやすく説明し

ていただく事によって、町の財政を決め

る時にどうあるべきだ、こうしたい、こ

うだったと言う意図がわかるような気が

します。 

  何しろ、質問する内容がわからなけれ

ば質問のしようがないですので、色々忌

憚のない話し合いをしながら、本音を教

えていただいて、進めていきたいと思い

ます。 

  忌憚のない、ご意見を宜しくお願い致

します。 

瀬川委員 主要事業の評価についてですが、

資料２の５ページ目の記載例を見させて

いただいて、これが公表になっていると、

行政改革大綱の年度計画であったり、達

成目標であったりについて、資料 1に示

した行革実施内容が適正かどうかわかる

のではないかと思います。 

  数値目標も、どの程度まで達成したか

どうかについては、この資料では読み取

れない。例えば、行革大綱５ページの到

達目標での職員数と資料１の２ページ③

の所の職員数を比べたとします。 

瀬川委員 資料１の「平成 31 年 1 月の職

員数 183 名に対し、計画では 33 年度ま

でに６名減の職員数 177 名を目標」と、

行革大綱５ページの到達目標「職員数(病

院医療専門職員を除く。)127 名(H33 年

度)」と比べた時に、比べる基準が違うの

で比べようがないので、比べてわかるよ

うな資料があるともっと理解が深まると

思います。 

高橋会長 事務局。 

企画課長 おっしゃる通りの話だと思いま

す。行革に取り組んだ結果が、具体的に

どうなのかと言う事がわからないのは承

知しておりました。年度途中ですので、

確定後の実績により再度お示し致します。

こと財政面に関しては、30 年度の取り組

んだ結果として、これから説明する 31 年

度の当初予算を編成したと言う状況があ

りまして、その中で今年度我々が取り組

んだ節減や縮減、効率化、メリハリをつ

けてどうなったかと言ったところを見て

いただいて、ご理解いただければと思い

まして 31 年度当初予算の資料をつけさ

せていただきました。 

  個別の事業評価に関してですが、それ

ぞれ評価したものを出していくのが正し

いと思いますが、今年度から取り組み始

めたところですので、なかなか担当ごと

に体裁が違っていると言う事などありま

して、まだ公表できるレベルになってい

ないというのが正直なところです。これ

らのやり方も含めて、今後自分たちでＰ

ＤＣＡを回しながら、行財政改革を進め

て参りたいと考えているところです。 

  また、人事や財政につきましては、毎

年、広報などで公表しているものもあり

ますので、それらを合わせて審議会へお

示しするべきだったと、お話を聞いて感

じました。 
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企画課長 公表の仕方、表し方については、

次回以降に見直して、修正したいと思い

ます。 

高橋会長 ほかにございませんか。 

堤委員 行政改革大綱３ページ、②行政シ

ステムの適正運用のところで、「事務フロ

ーの見直しなど、業務の効率化」につい

て、私もイメージできないところがある

のですが、今まで思っているところで言

うと、役所はハンコ行政と言われるよう

に、色々な流れがたくさんあって、隣の

課まで行くなど、情報共有と言う話はよ

く聞くのですが、ハンコの数がいずれ多

いと思います。承認と言う事であれば、

承認でいいのですが、情報共有でグルグ

ル回って時間がかかるケースは、民間で

もあるとは思いますが、そう言うところ

を省略する、権限委譲する、課長までい

かなくてもその下で処理できるものもあ

ると思います。これは、庁内の事で思っ

たところです。 

  また、町と町民、あるいは町と他組織

との間でのやり取りの書類、町の印をつ

くのを省略すると言うことなどもできる

のではないかと思います。それから、町

民などから提出される書類関係の保管を、

町が保管するのではなく町民や団体で保

管してもらい、必要な時は見せてもらえ

るような仕組み、いつもあるべきもの、

そうでないものを区別する、町民や団体

の方々に協力してもらう、そう言う事が

可能なのかなと思ったところです。 

  ここまでは、意見です。 

  資料１の５ページの⑤未利用施設等の

有効活用と処分について質問ですが、売

却とか処分とか、お金に出来るようなも

のがあるのか、あまり無いのか、不動産、

土地を含めて教えていただきたい。 

堤委員 それから、資料２の５ページの事

業評価シートの総合判定のところですが、

各担当課から統廃合や廃止といった判定

が出てくるものなのか、おそらく統廃合

や廃止をする事業というものが出てこな

いのではないか、トップダウンでこの事

業を止めることを検討しろと指示しない

と現場からは出てこないのではないかと

思いますが、ここの出方がどんな感じだ

ったかを教えてください。 

  もう一つ、資料２の７ページの各種団

体補助金適正化検討シートについてです。

町職員の関与として団体の事務局、会計

経理など書いていますが、私は聞いた事

が無いのですが、これはどのくらいの件

数があるのか、その現状を教えていただ

きたい。原則、基本は、町の職員が団体

の事務局をするのは割が合わないし、ノ

ウハウもあまりないのではないかと思い

ます。それぞれの団体の事務は、団体で

行うべきだと思います。どんな現状でし

ょうか。 

高橋会長 事務局。 

企画課長 ご質問につきまして、順に答え

て参ります。 

  資料１の５ページの未利用施設等の有

効活用と処分の部分ですけれども、資料

にも除雪車の購買など書いていますが、

公用車が古くなって使用に耐えられなく

なってきたものを順次売却していると言

う事です。除雪車に関しては、町内の事

業者が必要となった時は、安くお譲りす

ると言う事もありますが、希望がなけれ

ば一般的な売却となります。除雪車以外

の公用車についても、古くなって使用に

耐えられなくなってきたものを順次売却

しております。不動産も有りますが、な

かなか売り出せるような土地は少ないと

考えています。 
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企画課長 病院周辺の町有地が７ヘクター

ルほどありますが、病院があって消防署

の建設も進めていますが、そこだけでも

まだ半分だけの利用にしかなっていない

状況です。今後、町で作らなければなら

ない物がまだありますので、活用してい

きたいと思っているところですが、そこ

が一番大きな土地の例です。その他にも、

切れ切れですけれども土地はあります。

最近の時代ですので、個人所有の空き家

や土地を町に寄附したいというお申出も

少なからずあると聞いていますけれども、

それを町で全部お受けする事もできない

ので、そういった寄附のお申出は基本的

にはお断りしている状況にあります。他

には、山林などの中でぽつぽつと町所有

の土地もありますが、売却を前提として

準備してまとめるような管理をしており

ませんので、売却を前提とした管理も進

めていかなければならないと考えている

ところです。 

  それから、資料２の５ページの事業評

価シートの総合判定のことですが、大き

な事業で自主的に統廃合や廃止をすると

いうものは無かったと思います。ただ、

今回については、歳出予算を削減するた

めに、各課の取組として全体の事業費を

圧縮して予算要求をするように指示を出

しています。その際に、各課で検討する

材料として、事業評価シートなどを出し

ていますので、それら調整の意味合いも

あると思いますが、規模の小さい事務事

業の廃止は少しありました。大きな政策

的な判断のある事業で、廃止と言うのは、

ほとんど出なかったのが現状です。 

  もう一つ、資料２の７ページの各種団

体補助金適正化検討シートでの、職員に

よる団体事務局の話です。 

企画課長 この件は、ちょうど町議会でも

話題とされているのですが、行革大綱の

冊子の３ページの到達目標の中で、団体

等の事務局を町が持っているのは 56 団

体あると承知しております。全部が全部、

外に出せるものでは無いものだと思って

おりますが、本来は任意団体の方で事務

局を持つべきと思っておりますので、町

が持っている団体事務局を減らしたいと

取り組み始めたところです。 

高橋会長 ほかにございませんか。 

高橋(則)委員 ３点あります。 

  １点目。資料１の１ページの②行政シ

ステムの適正運用の部分で、会計事務な

どの研修を行ったというのが一つの成果

が出ていると思いますが、県の方でも研

修だけで身についているかと言うとそう

言う事も無い事が多いところもあります

ので、例えば監査の他に出納の内部点検

を行うであるとか、そういった事をやり

ながら研修の後のフローと言う事もやっ

てみてはどうかという意見です。 

  ２点目、資料１の２ページの③適正な

職員定数の管理の部分ですが、「33 年度

までに６名減」とする計画には、事業を

スクラップするであるとか、何か根拠が

あっての６名減なのか、財政に合わせた

６名減なのか、その減らす根拠を教えて

頂きたい。予算に合わせた６名減だと、

住民サービスの低下とか、そういうもの

が懸念されると言うところで教えてくだ

さい。 

  ３点目。資料１の４ページ財政の面で

すが、地方交付税の減少で予算の規模が

落ちていくと言うのが、予算編成方針の

資料で 30 年度の 70 億円から 33 年度に

は 63 億円まで落ちる見通しとなってお

りますが、今後、大型の事業が予定され

ているかどうか教えてください。 
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高橋会長 事務局。 

企画課長 順番にお答え致します。 

  資料１の１ページの②行政システムの

適正運用についてですけれども、確かに

研修後のフォローが必要だと思いますの

で、担当課と相談をしていきたいと思い

ます。役場内では、財務会計システムや

文書管理システムなど、職員一人に一台

パソコンが入っている状態で、意外と先

進的なシステムが構築されていますけれ

ども、皆がみんなちゃんと使いこなせて

いないのではと言う様なところがありま

して、それらを当初の予定通りに設計通

りに使っていれば、もっともっと事務が

合理化されるであろうと言う様なところ

が根底にありまして、システムの適正運

用と言う項目を入れたところです。確か

に、４月から人事異動で職員の入れ替え

がありますから、そういうところもタイ

ミングを図りながら、研修とフォローを

続けていかなければならないと感じてい

るところです。 

  職員定数の減少についてですが、これ

は類似団体と比較をしての計画となりま

す。 

高橋(則)委員 そうであれば、６名減に見

合う様な業務スクラップも合わせて検討

した方が良いと思います。 

企画課長 最後の予算の話になりますが、

この後あらためて説明は致しますけれど

も、31 年度の当初予算は 65 億円ほどに

なったのですけれども、縮減しなければ

いけないと言いながらも 30 年度と比較

して２億 300 万円増えてしまった状況が

あります。その原因は、消防署の建設費

で４億円、予定されている３つの選挙費

用で 3,000 万円くらいかかるという特殊

事情があります。 

企画課長 それらの特殊で臨時的な予算を

除いての平年ベースで見ると、30 年度よ

り３％ほど縮減した予算になったと言う

状況にあります。 

  今後予定されている建設事業は、消防

署は 32 年度も事業が続きますが、その他

にも給食センターや保健センターなどの

大きな物も抱えております。それらに取

り組んでいくためには、その他の事業を

見直し、縮減、廃止して、財源を工面し

ながら順番に建設をしていかなければな

らない状況です。 

高橋会長 ほかにございませんか。 

田村委員 資料１の３ページの広域連携の

ところですが、北上市との介護保険など

の連携がありますが、具体的にはどのよ

うなことをしていますか。 

  同じく資料１の６ページの指定管理施

設の見直しのところですが、指定管理に

移行するというのは財政の効率化を考え

てと言うような感じがするのですが、資

料では指定管理を廃止して直営にしたと

ありますが、これは逆行しているような

感じがしますがどうですか。 

企画課長 北上市との介護保険での連携は、

介護認定委員会の開催を合同で行ってい

ると言うもので、他にも保育分野などで

も連携しているものもあります。 

  指定管理の話は、ご指摘の通り逆行し

ているところではありますが、収支が伴

わない、赤字になると言う事があって、

従前受託していた事業者から指定管理の

応募が出なかった事となりまして、町直

営で運営しながら先行きを検討していく

という状況にあります。ただし、すぐに

廃止すると言う事ではなく、少ないなが

らも利用者の方がいらっしゃいますので、

すぐに閉めると言うことは考えておりま

せん。 
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企画課長 しかし、赤字施設、あるいは老

朽化している部分もありますので、それ

らを町としてどうするのかと言う事を検

討するために、直営で管理をしながら先

行きの検討を進めているという状況です。 

高橋会長 私からもひと言。施設を少しで

も利用しているから閉めないと言う、町

民の気持ちを考えている意見はいい事か

もしれませんが、そういう思いでいれば

廃止とか縮小と言う方向にもっていけな

い。やはり、赤字でとても背負っていけ

ないと判断した時は、即座に切る気持ち

を持たないと、ずるずると行財政改革が

出来ないことになると思う。 

堤委員 そう思います。 

高橋会長 それからもう一つ。町では、今

後、保健センターの建設計画があるよう

ですが、また新たに保健センターを建て

るより、新病院の利用率が低い部分があ

るのであれば、病院の中に保健センター

を作る事でいいのではないかと思う。入

院患者が少ないとか言うのであれば、病

院の施設内の空きスペースに保健センタ

ーを併設するような事を検討してはどう

かと考えている。 

照井委員 私からは、意見となります。 

  資料１の２ページの①計画的な研修と

意識改革、職場環境の整備という大きな

テーマの中で【実施】されたという表現

となっています。研修へ職員 35 名を派遣

したで終わることなく、この後ますます

もっと多く職員の派遣をして、先ほど意

見のあった研修のフォローを取り入れさ

らに充実していくとか。他にも、３ペー

ジの定住自立圏で小中学生の博物館無料

化を【実施】した、もっともっと充実し

ていけるような取り組みになって欲しい

と言うような意見を持ちました。 

企画課長 はい、そのように考えて参りま

す。定住自立圏の博物館無償化の取り組

みは、北上市、奥州市、金ケ崎町と西和

賀町の間で、どこの施設に行っても子供

たちは無料で入館できると言うものです

が、今後も協定に基づいて進めていきた

いと思っておりますし、職員の研修につ

いてもその通り、能力の向上などを進め

ていかないと先に追いついていけないも

のですので、色々な形があるかと思いま

すが取組を進めていかなければならない

と考えております。 

高橋会長 時間の都合などもありますので、

次に進む事としてよろしいでしょうか。 

委員 異議なし。 

 

《４．議事(３)財政状況》 

高橋会長 次の議事に移ります。(３)財政

状況について、説明をお願いします。 

事務局 財政状況について、説明いたしま

す。お手元の資料３をご覧ください。１

ページは、平成 31年度の当初予算(案)の

概要になります。要約している説明文を

かいつまんで読み上げます。 

  平成 31 年度西和賀町の一般会計予算

は総額 65 億 1,500 万円となり、西和賀

消防署建設費や予定される選挙費用等に

より、昨年度の当初予算と比較して２億

300 万円(3.2％)増となっています。 

  歳入では、地方交付税が１億 2,000 万

円の減、国庫支出金が 5,554 万円の減と

見込まれるのに対し、町債を２億 1,830

万円の増、繰入金を 8,880 万円の増とし

て財源を確保しています。 

  歳出では、平成 31 年度の特殊要因であ

る西和賀消防署建設費で３億 5,650 万円

の増、選挙事務費で 3,290 万円の増、企

業版ふるさと納税充当事業として 4,645

万円の増をそれぞれ見込んでいます。 
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事務局 これらの特殊要因を除いた歳出の

合計では 60 億 7,900 万円程となり、平

成 30 年度より２億 3,300 万円の減額と

なるものです。 

  今後は、西和賀さわうち病院やにしわ

が斎苑の建設、簡易水道統合事業に伴っ

て借り入れた町債の償還が始まり、より

厳しい財政運営となることから、更なる

行政改革により歳入の確保と歳出規模の

適正化に取り組む必要があります。 

  下の表は、一般会計ほか８特別会計の

予算総額と前年度比較になります。 

  ページをめくって２ページは、一般会

計の収入の内訳です。円グラフの右内側

に、自主財源17億7001万円とあります。

町の自主的な収入は、全体の 27％に留ま

り、70％以上を国・県の支出金や借金で

賄っていることをあらわしています。 

  右の３ページは、目的別の支出予算の

割合の円グラフです。 

  ページをめくって４ページは、支出の

性質別の割合の円グラフです。円グラフ

の右上の内側の青い部分が義務的経費で

22 億 3,708 万円となり、支出予算の

34.4％となっています。義務的経費は、

人件費、社会保障の扶助費、借金返済の

公債費の合計で、職員採用や福祉制度、

借金により支出を義務化される部分とな

ります。来年度以降、病院や火葬場など

の大型建設事業に伴う借金返済が増えて

くるため、この義務的経費の割合が大き

くなり、各種事業や施策を実施する財源

が小さくなることが懸念されます。 

  右の５ページは、地方交付税の推移と

なります。上の説明文の２行目ですが、

町村合併により特例措置されていた合併

算定替が、平成 28 年度から 32 年度まで

の５年間で縮減されていきます。 

事務局 棒グラフの一番上が 27 年度です

が、この時の地方交付税は 33 億 9,500 万

円、その一つ下の 28 年度から合併の特例

が縮減されて 32億円となり、２億円も減

額となりました。29年度以降は、毎年約

１億円が減少すると推測しております。

地方交付税は、町の一般会計予算の財源

の半分を占めていることから、交付税の

減少は町予算総額の減少に直結してしま

います。 

  ページをめくって６ページは、町の貯

金となる基金の残高の推移を表していま

す。横棒のグラフは、町の貯金総額を示

したもので、一番上が 27 年度、一番下が

31 年度の見込みで、貯金が減ったのが一

目瞭然です。下の棒グラフは、貯金した

金額と貯金を下ろした金額を示していま

す。グラフは、一番左の 27 年度から右へ

31 年度までとなっており、棒グラフの紫

の部分が貯金を積み立てた額を示し、そ

の下の青い部分は貯金を取り崩した額を

示します。目に見えてわかるとおり、紫

の部分、貯金を積み立てた額は右に向か

って年々小さくなり、逆に青い部分、貯

金を取り崩した額が右に向かって年々大

きくなっている現状です。 

  右の７ページは、町の借金の状況を示

すグラフです。上の横棒のグラフは、借

金の残高を示しており、一番上の横棒か

ら上から３番目、29 年度までは借金残高

が増えていますが、31 年度はガクッと減

っています。大きな事業が一旦収まった

ことから借金の残高を減らしています。 

  下の縦の棒グラフは、借金の元金の返

済額を示しています。一番左の 27年度か

ら右の 31 年度に向かって借金の返済額

が増えてきており、この後も病院や火葬

場、水道施設などの大きな事業に伴う借

金返済が増えることが懸念されます。 
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事務局 資料３の 31 年度予算の説明は終

わりまして、今後の財政計画、財政の見

通しについて、若干、ふれたいと思いま

す。 

  戻りますが、資料２をご覧ください。

下のグラフが 33 年度までの財政計画を

示したものとなります。 

  はじめに、黒い横線を説明します。黒

い横線は、普通交付税の推移を示してい

ます。一番左が 27年度、ここの黒い折れ

線グラフの箱で囲っている数字 3728、普

通交付税の金額は 37 億 2,800 万円でし

た。これを右にたどっていって、一番右

側の 33 年度の箱で囲った数字 2,705 が

普通交付税額 27 億 500 万円と推計して

います。27 年度と 33 年度を比べると普

通交付税額が約 10 億円減ってしまうこ

ととなり、これに伴って予算額も 10 億円

圧縮された金額となります。 

  行政改革では、これまでも職員の削減

や、借金の抑制、経費節減努力を重ねて

きたところですが、今後の予算規模が縮

減していく課程では、経費削減努力を超

えたところでの効率化、選択と集中が、

求められる状況にあります。 

  以上、財政状況についての資料の説明

を終わります。 

企画課長 追加です。言い訳がましい説明

で恐縮ですが、資料３の最終の８ページ

をご覧ください。 

  歳入・歳出の前年度比較という表にな

ります。表中程に歳出の目的別の表があ

って、その下は歳出の性質別となってお

ります。歳出の目的別の表の一番右側の

増減の額と率の欄があります。△となっ

ているのは、30 年度と比べて、31 年度減

ったものとなっております。ここを見て

いただくと、ほとんど△がついています。 

企画課長 特殊事情があって増えているも

の意外は、マイナスになっている状況を

説明いたします。上から２つ目、総務費

が前年度比 33,748 千円増えております

が、これは選挙による増となっています。

そして、衛生費が 85,336 千円増えていま

すが、これは水道事業への繰出金となり

ます。水道事業は、30 年度から公営企業

会計という新しい方式で事業の運営を始

めており、まだ会計間のやり取りが落ち

着かないところがありまして、31 年度の

繰出金が増えたと言う事になります。そ

して、商工費で 32,983 千円増えています

が、企業版のふるさと納税により町内の

温泉施設の修繕をして欲しいと言うあり

がたいお申し出を頂戴しておりまして、

それを財源として工事などを行うものと

なります。その下の下、消防費で 339,786

千円と大きく増えていますけれども、こ

れは先ほどからお話している西和賀消防

署建設事業への負担金でありまして、こ

れらで２億 300 万円、前年度比 3.2％の

増と言う事になります。水道の繰出金に

ついては来年度以降もかかっていきます

けれども、消防署建設費や選挙費用、或

いは企業版ふるさと納税もいつまでもあ

るものではないですので、それらを削っ

ていくと、他の費目のように前年度より

マイナスの予算となっていく様な形にな

ります。 

  下の性質別の歳出についても、同様で

すが、ほとんどの費目で△がついてマイ

ナスとなっており、中程の投資及び出資

金、貸付金で 244,151 千円の増となって

いる所が水道事業への繰出金、普通建設

事業費の所で 220,326 千円増えているの

が消防署の建設が当たっているという状

況です。 

  補足の説明は以上です。 
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高橋会長 事務局の説明が終わりました。

ご質問などありましたらお受けします。 

照井委員 資料３の２ページの歳入のとこ

ろですが、自主財源が 27.2％、依存財源

が 72.8％となっています。いわゆる、健

全な指数はどのようなものですか。 

  もう一つ、予算規模の比較ですが、前

年度との比較はわかりましたが、似たよ

うな町村との比較があればわかりやすい

かなと思います。 

企画課長 質問の後ろの方からお答えしま

す。先ほど副町長が類似団体の話を少し

しましたが、人口規模が同じ程度の県内

の町村と比較すると、10億円ほど西和賀

町の予算が多い状況になっています。 

髙橋副町長 10 億以上。例えば、平泉町で

45 億円、住田町でも 55 億円ほどの予算

規模になっています。 

企画課長 同じ規模の町村と比較して予算

規模が多くなっていて、どうしてかと言

いますと、湯田町と沢内村が合併をする

時に、国が合併を進めるために合併した

ら地方交付税を割増することで合併を推

進した事によります。 

  平成 17 年に合併した時から、通常より

も多い地方交付税を国からいただいて、

その結果、通常よりも大きい規模での予

算運営を維持してきたと言う様な状況が

あります。 

  それが合併後 10 年を経過して、国が割

増して交付してきた地方交付税というも

のが、期限を迎えたのでこれから通常ベ

ースの地方交付税に戻していくと言うル

ールになっており、激変緩和により５年

間で地方交付税を本来の額に戻していく

と言う措置がとられまして、それが平成

33 年度になりますと本来の地方交付税

の額になると言われております。 

企画課長 これが、資料２の１ページのグ

ラフの中になりますが、折れ線グラフの

33 年度のところの金額で 27 億円となっ

ております。西和賀町は、歳入の半分で

地方交付税が占めると言う状況になって

おりますので、地方交付税の 27 億円をベ

ースとして町税などの歳入を積み上げて

63 億円くらいの予算規模にしないと財

政運営が出来なくなると見通しをたてて

いる状況です。 

  そのような状況の中、自主財源、依存

財源の適正規模はどうだという話がある

かと思いますが、自主財源が多いに越し

た事はないということになります。例え

ば、東京都や大都市など地方交付税を一

切もらっていない自治体が中にはありま

して、旧湯田町でも鉱山華やかしき頃は

税収で町の運営を賄える状況で地方交付

税をいただかないでやっていた時期があ

りました。国からお金をいただかなくて

も、町税で全部賄える方が、規制や縛り

が無く、町でやりたい事が全て出来ると

言う事にもなっていきます。そのような

ことから、いくらでも自主財源が確保で

きたほうがいいという話になります。岩

手県全体でも税収だけで賄えている市町

村は、無いのが現状です。 

高橋(則)委員 県では、自主財源が 40％、

依存財源が 60％弱となっている状況で

す。 

  昔から３割自治と言われるように、自

主財源が３割程度というのが地方自治体

の実情ではないかと思います。 

高橋会長 説明を聞けば聞くほど、厳しさ

が伝わってくる。 

この審議会に来るまでは、町の対応が

悪いなどと好き勝手な事を言っていたが、

説明を聞けば厳しさを身にしみて感じて

言葉が出てきません。 
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田村委員 借金、いわゆる公債費には一部

地方交付税が入ってくるものがあるとい

う話を聞いて、必ずしも全額を町が負担

するわけではないと思いますが、どうな

っていますか。 

  それから、選挙費用は、完全に町の持

ち出しになるのですか。 

企画課長 選挙では、町議会の選挙は町の

持ち出しとなりますが、国県の選挙は国

県が負担します。国県から入るお金はあ

りますが、一旦負担する選挙費用の全額

を歳出予算として計上しています。 

  借金の返済も、全てが町の持ち出しで

はなく、地方交付税で国が一部を負担す

る部分があります。種類にもよりますが、

返済額に対して７割から８割程度を国が

負担して、差額の２割から３割程度を町

が負担しなければならない感じです。 

田村委員 例えば、資料３の７ページの町

債残高が約 150 億円で、町民一人あたり

にすると 250 万円ですか。 

企画課長 はい、そうなります。 

高橋会長 借金の返済期限は、種類によっ

て違うのですか。 

企画課長 はい、10 年の短期から 30 年ま

での長期があります。町で借金する時は、

いくらでも国が多く負担してくれる種類

の借金を選びます。起債の種類の中でも、

国が地方交付税で面倒を見てくれる種類

を選びます。ただし、闇雲に率の良いの

を選べるのではなく、国県の許可で管理、

制限される中で、条件の良い起債を事業

に充てていくこととなります。 

髙橋副町長 制限と言うか、限度額が決め

られているということ。有利な起債は、

どこの市町村でも借りたい。合併特例債

も、合併した市町村だけが借りられる有

利な起債となっている。 

藤谷委員 他の町村よりも財政規模が 10

億円も多いと言う事ですが、他の町村よ

り何か贅沢していると言う事ですか。み

んな要望だらけなのですけれども、他の

町村が低いと言うのは何が要因となって

いるのでしょうか。 

髙橋副町長 大まかにお話しすると、合併

当時の湯田町、沢内村の予算規模が 35 億

円、30 億円程度で合わせて 70 億円とな

り、国の方で 10 年間は地方交付税を確保

して支援する、その当時は人口が 7,500

人くらいで今は 5,800 人くらいまで減っ

ています。10 年間は、その特例で 70 億

円程度の予算規模でしたが、28 年度から

地方交付税が減ってきて、年間で２億円

も減った年があり、５年間で 10 億円ほど

地方交付税が減っていくのだろうと見通

しているところです。 

  合併していない平泉町や住田町、葛巻

町、九戸村は西和賀と同じくらいの人口

規模ですが、合併していないので合併特

例の恩恵を受けていないため、自ら節約

をして無駄を無くして 45 億円から 50 億

円くらいの予算規模になってきている。

西和賀も、合併特例がなくなることで、

合併していない町村の予算規模に近づい

ていくと言う事になります。 

  現在の推計では、資料２の１ページに

示しているように、33 年度には 30 億円

台でもらっていた地方交付税も 27 億円

程度まで減って、予算規模も 73 億円くら

いから 63億円くらいまで約 10 億円減る

というのは現実的な推計であると思いま

す。贅沢してきたとか、どうしたと言う

事ではないと思っています。 

  合併後のこれまでについても、職員も

かなり減らして、議員数も減らすなど、

色々と予算規模を減らす努力をしてきて

います。 
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髙橋副町長 その浮かせた財源で、病院や

消防署の建設など様々な事をやってこれ

ましたが、この先は今までどおりにはい

かないと考えています。そのような事情

がある事を知っていただければと思いま

す。 

  資料２の２ページに町の貯金のグラフ

があります。今までは、貯金を取り崩し

ても、積み立てたりして 20 億円くらいの

残高をキープ出来ていましたが、それが

急激に減ってきている状況があります。

貯金がある内は、取り崩して事業をやっ

てくることができましたが、いよいよ貯

金が無くなってくると、やりたいことも

やれなくなってきている状況なので、行

政改革審議会を通じて見直しをしていか

なければなりません。高橋会長が話され

た温泉もそうだし、学校、保育園、スキ

ー場や役場庁舎など色々な施設がります

ので、ゼロベースで見直していかないと

色々な意味で今まで通りにはいかないと

思っています。 

  審議会には、色々な情報をお示しして、

皆様からご意見をいただきたいと思いま

す。ただし、あまりマイナスの事ばかり

言ってもダメですので、工夫してうまく

継続していくと言う事が大事だとも思っ

ています。 

高橋会長 例えば、除雪のドーザとかロー

タリー車は、毎年の様に新しい機械を買

って更新している。使用して年数が経っ

て、更新していると言う説明だが、実際

に使えなくなったのではなく年数で更新

していると言う事であれば、使えるまで

使ってから更新すると言う事も出来るの

ではないかと感じている所もある。 

  色々と、少しは我慢していくところも

必要だと思う。 

髙橋副町長 そのような視点で、色々見直

していかなければならないと思っていま

す。 

高橋会長 機械の良し悪しではなくて、人

が大事。機械を利用して、うまく効率良

く働く人材を育てると言うのも一つの道

だと思う。 

高橋会長 ほかに何かございませんか。 

高橋(則)委員 基金の調整をしていかなけ

ればならないと思いますが、特定目的基

金はどのような目的の基金がありますか。 

  起債制限の指数は、どの程度ですか。 

企画課長 特定目的基金は、がんばる西和

賀応援基金と言うふるさと納税を貯める

基金ですとか、まちづくり振興基金とい

う合併特例債によるソフト事業の基金、

教育施設整備基金、福祉対策基金など

先々の施設整備に備えている基金があり

ます。また、医師、医療従事者の養成の

為の基金などもあります。 

  起債制限については、健全な数値を維

持しています。 

高橋会長 ほかにございませんか。 

藤谷委員 町内を見ていると、高齢者が多

く、何でもお願いしたいお願いしたいと

なっていますが、町の財源がこのような

状況だと若い人にこの町に住んで欲しい

と言えなくなる状況になって、とても不

安になってきました。 

高橋会長 こういう町をいかしていかなけ

ればならないし、子どもを大事にしてい

くという町の考え方なので、おおいに結

婚してもらって、子どもをつくってもら

って、後継者を作ってもらわないと町が

消滅してしまうという真剣な問題です。 

藤谷委員 はい。そう思っていました。あ

れやって欲しいとか、人を頼りにばかり

できないと思うのですが、歳には勝てな

いと言う事もあります。 
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《４．議事(３)つづき》 

高橋会長 歳には勝てないが、歳をとると

気ままになっていく傾向もあるので、年

寄りの要望に対して町が何でも対応して

いくという体制は改める必要があると思

うし、町に要望するのを控える事も考え

なければならないと思う。歳とってでき

なくなってくることがあるのは仕方が無

いが、町だってどこに金が有る訳でもな

いので、話を聞くととてもでないが要望

できない。 

藤谷委員 そこだと思う。今までやってき

たから、病院は無料にしてもらわなけれ

ばだめだと言う人も居るが、そういう所

を少しぐらいは自分たちも負担しなけれ

ばならないと思うのですが、今までそう

だったからと言われると困ってしまう。 

高橋会長 定年になって、今まで貯めてき

た貯金を崩して生活しているのと、町の

財政状況もそれと同じ。 

  除雪だって 100 万円、200 万円の機械

を自分で買って、夏と同じような道路に

する様に自分でがんばってきたものを、

一人になって自分で除雪できなくなった

から町で除雪して欲しいと言う事は、あ

まりにも気ままを言い過ぎる。冬は、冬

なりの細い道でもいいし、雪を踏んでも

いいし、除雪機が無ければ無いなりに我

慢をする、そういう所で暮らしてきたの

で、そこの所を今一度考え直さなければ

ならない。いい生活から誰も下がりたく

ないのはわかるが、そういう所を見直し

ていく必要がある。 

  では、そろそろ時間ですので、この辺

で第１回目の審議会を閉じたいと思いま

すが、皆様いかがでしょうか。 

委員 異議なし。 

高橋会長 大変有意義なご意見を伺いあり

がとうございました。 

高橋会長 今後とも宜しくお願い致します。

今日はご苦労様です、ありがとうござい

ました。 

 

《５．その他》 

企画課長 熱心にご議論いただきましてあ

りがとうございます。 

  任期２年と言う事でお願いしておりま

して、来年度になりますが 31 年度の取組

状況などをご報告しながら、段々には次

の行政改革大綱を作るためのご意見を伺

うような形になっていくと思いますが、

またご連絡をさせていただいて審議会を

開催いたしますので引き続き宜しくお願

い致します。 

  本日は、大変ありがとうございました。 

 


